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議事日程 

令和７年７月28日（月曜日）午前10時開議 

ホテルメルパルク名古屋３階「カトレア」の間 

 

第１  仮議席の指定 

第２  議長の選挙 

 

追加議事日程 

第１  議席の指定 

第２  会議録署名議員の指名 

第３  会期の決定 

第４  副議長の選挙 

第５  諸般の報告 

第６  同意第１号 副広域連合長の選任について 

第７  同意第２号 監査委員の選任について 

第８  同意第３号 監査委員の選任について 

第９  承認第３号 令和７年度愛知県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算（第

１号）の専決処分について 

第10  承認第４号 愛知県後期高齢者医療広域連合職員等の旅費に関する条例の一部

を改正する条例の専決処分について 

 

会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

 

出席議員（31名） 

石 田 裕 信  鈴 木 伸太郎  石 田 知早人  

岡  島   剛  渡 部 晃 久  服 部 礼美香   

ささせ 順 子  高 木 佳 子  林  正 彦   

手 嶋 いずみ  北 川 明 夫  早 川 高 光 

野 田 増 男  外 山 鉱 一  山崎 りょうじ 

都 築 幸 夫  太 田 博 康  寺 本 弘 子 

村 松 英 文  奥 澤 和 行  藤 田 裕 喜 

市 原 享 吾  古 川 美 栄  神  ひ ろ し 

藤 沢 ちあき  服部 しんのすけ  □  ま さ お 

森  と も お  長谷川 由美子  岡 田 ゆき子   

豊 田 かおる 

 

欠席議員（３名） 

井 町 圭 孝  松 井 晋一郎  日 比 美 咲 
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説明のため出席した者 

広域連合長       広 沢 一 郎 

副広域連合長      日 比 一 昭 

事務局長        井 口 能 秀 

会計管理者兼出納室長  栗 本 勝 明 

総務課長        髙 山 求 美 

管理課長        松 井 俊 幸 

給付課長        山 本 敦 志 

 

職務のため出席した者 

議会事務局長      須 藤 喜 巳 

議会事務局書記     松 井 大 悟 
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午前10時 開会 

 

○議会事務局長（須藤喜巳） それでは定刻になりましたので、始めさせていただきます。 

議員の皆様におかれましては、先ほどの議員全員協議会から引き続きになりますけども

よろしくお願いいたします。改めまして、私は愛知県後期高齢者医療広域連合議会事務局

長の須藤と申します。よろしくお願いいたします。恐れ入りますが、着座にて失礼いたし

ます。 

本広域連合議会におきましては、先にうかい春美議長及び岡山克彦副議長が広域連合議

会議員を辞職されております。 

従いまして、新しい議長が選挙されるまでの間、地方自治法第107条の規定により、出席

議員の中で、年長の議員が臨時に議長の職務を行うことになっております。 

本日の出席議員中、外山鉱一議員が年長の議員でございますので、御紹介申し上げます。 

外山鉱一議員、議長席へ御着席願います。 

（臨時議長 外山鉱一議員 議長席 着席） 

○臨時議長（外山鉱一） おはようございます。ただいま御紹介をいただきました、外山

鉱一でございます。 

地方自治法第107条の規定により、臨時に議長の職務を行います。何とぞよろしくお願い

いたします。 

進行させていただきます。 

ただいまの出席議員は31名でございます。議員定数34人中、半数以上の出席をいただい

ており、地方自治法第113条の規定による定足数に達しておりますので、ただいまから、令

和７年第１回愛知県後期高齢者医療広域連合議会臨時会を開会いたします。 

直ちに、本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付したとおりとなっておりますので、よろしくお願いい

たします。 

日程第１、「仮議席の指定」を行います。 

仮議席は、ただいま御着席の議席を指定いたします。 

次に、日程第２、「議長の選挙」を行います。 

お諮りいたします。 

選挙の方法につきましては、地方自治法第118条第２項の規定により、指名推選にしたい

と思いますが、御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○臨時議長（外山鉱一） 異議なしと認めます。よって、選挙の方法は、指名推選で行う

ことに決定いたしました。 

お諮りいたします。 

指名の方法については、臨時議長が指名することにしたいと思いますが、御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○臨時議長（外山鉱一） 異議なしと認めます。よって、臨時議長が指名することに決定

いたしました。 
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それでは、本日配付しました「議長候補者略歴書」を御覧ください。 

本広域連合議会議長に、太田博康議員を指名いたします。 

お諮りいたします。 

ただいま指名しました太田博康議員を議長の当選人と定めることに御異議ございません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○臨時議長（外山鉱一） 異議なしと認めます。よって、太田博康議員が議長に当選され

ました。 

太田博康議員が議場におられますので、当選を告知いたします。 

ここで、当選されました太田博康議員から、御挨拶をお願いをいたします。 

太田博康議員。 

（太田博康議長 演壇であいさつ） 

○議長（太田博康） ただいま御推挙いただきまして、議長という要職に就かせていただ

くこととなりました太田博康でございます。 

皆様方の御協力を得ながら、この広域連合議会が住民の負託に応え、議会の運営を円滑

に行っていくよう努めさせていただきます。 

それでは、皆様方の御協力を心からお願い申し上げまして、就任の挨拶とさせていただ

きます。よろしくお願いいたします。 

○臨時議長（外山鉱一） 皆様の御協力によりまして、私の職務は終了いたしました。 

以上をもって、議長と交代いたします。 

（外山鉱一臨時議長 自席へ） 

（太田博康議長 議長席へ） 

○議長（太田博康） それでは、追加議事の日程に従い、議事を進めさせていただきます。 

追加日程第１、「議席の指定」を行います。 

議席は、会議規則第３条第１項の規定により、お手元に配付してあります議席表のとお

り、議長において指定をさせていただきます。 

次に、追加日程第２、「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議規則第74条の規定により、本臨時会の会議録署名議員を指名いたします。 

岡島剛議員及び渡部晃久議員にお願いをいたします。 

○議長（太田博康） 次に、追加日程第３、「会期の決定」を議題といたします。 

お諮りします。 

本臨時会の会期は、本日１日といたしたいと存じます。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（太田博康） 御異議なしと認めます。よって、会期は本日１日と決定いたしまし

た。 

次に、追加日程第４、「副議長の選挙」を行います。 

お諮りします。 

選挙の方法につきましては、地方自治法第118条第２項の規定により、指名推選にしたい

と思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長（太田博康） 御異議なしと認めます。よって、選挙の方法は、指名推選で行うこ

とに決定をいたしました。 

お諮りします。 

指名の方法につきましては、議長が指名することにしたいと思いますが、御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（太田博康） 御異議なしと認めます。よって、議長が指名することに決定いたし

ました。 

それでは、本日配付いたしました「副議長候補者略歴書」を御覧ください。 

本広域連合議会の副議長に、服部しんのすけ議員を指名いたします。 

お諮りします。 

ただいま、指名いたしました服部しんのすけ議員を副議長の当選人と定めることに御異

議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（太田博康） 御異議なしと認めます。よって、服部しんのすけ議員が副議長に当

選をされました。 

服部しんのすけ議員が議場におられますので、当選を告知いたします。 

ここで、当選されました服部しんのすけ議員から、御挨拶をお願いいたします。服部し

んのすけ議員。 

（副議長 服部しんのすけ議員 演壇であいさつ） 

○副議長（服部しんのすけ） このたびは、皆様方の御同意をいただきまして、副議長の

要職に就くことになりました、服部しんのすけでございます。 

微力ではございますけども、太田議長を補佐し、議会が円滑に運営をされますよう努力

をさせていただきたいと思います。 

今後とも、皆様の御指導、そしてまた御協力をお願い申し上げまして、就任の挨拶とさ

せていただきます。よろしくお願いいたします。 

（副議長 服部しんのすけ議員 自席へ） 

○議長（太田博康） 次に、追加日程第５、「諸般の報告」を行います。 

井町圭孝議員、松井晋一郎議員、日比美咲議員から、本日欠席する旨の届出がありまし

た。 

また、議案説明のため、地方自治法第121条の規定により、広域連合長以下関係職員の出

席を求めました。 

次に、広域連合監査委員から、例月出納検査の結果に関する報告がありましたので、そ

の写しをお手元に配付しております。 

以上で諸般の報告を終わります。 

ここで、広域連合長から挨拶をしたい旨の申し出がありますので、これを許可いたしま

す。 

○広域連合長（広沢一郎） 議長、広域連合長。 

○議長（太田博康） 広沢広域連合長。 

（広沢一郎広域連合長 演壇であいさつ） 
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○広域連合長（広沢一郎） 皆さま、おはようございます。 

愛知県後期高齢者医療広域連合長を務めております、名古屋市長の広沢一郎でございま

す。 

臨時会の開会に当たり、広域連合長として、一言御挨拶を申し上げます。 

議員の皆様方におかれましては、日頃より、後期高齢者医療制度の運営につきまして、

格別の御理解と御協力を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

また、本日は大変御多用の中、臨時会に御参集をいただき、誠にありがとうございます。 

後期高齢者医療制度は、私ども広域連合と各市町村が連携して運営しているものでござ

います。 

皆様方におかれましては、これまでも、それぞれの市町村議会において、制度の円滑な

運営に格別の御理解と御協力を賜っているところであり、深く感謝を申し上げます。 

それでは、本日は、本年度最初の議会でもありますので、本県における後期高齢者医療

の概況及び本広域連合における当面の課題等について、その一端を申し上げたいと思いま

す。 

後期高齢者医療制度は、平成20年度の制度開始以来18年目を迎えており、被保険者数及

び医療費ともに大きく増加をしております。 

まず、本広域連合の昨年度末時点の被保険者数は約112万人、高齢化の進展により、制度

発足当初の約１.８倍となっております。 

なお、現在いわゆる団塊の世代の方々が後期高齢者の年齢に到達をしておりますので、

被保険者数は引き続き増加するものと考えております。 

また、医療費のほうも増加傾向にありまして、昨年度は年間で約１兆900億円、制度発足

の初年度と比較すると約２.２倍となっております。 

次に、後期高齢者医療の保険料について申し上げます。 

保険料は、２年ごとに改定を行っており、本年度は令和８・９年度保険料率の決定を行

うこととしております。 

今後、県や国との協議を経て、適正な保険料率を検討し、令和８年２月の定例会に関係

議案を提案させていただく予定でございます。 

次に、マイナンバーカードと被保険者証の一体化についてでございます。 

いわゆる改正マイナンバー法などの関連法により、昨年12月２日以降、健康保険証の発

行が廃止されましたが、後期高齢者医療制度においては、円滑に移行を進める観点からマ

イナ保険証の有無にかかわらず、全被保険者に対し、資格確認書の発行を令和８年７月31

日まで暫定運用することとなっております。 

引き続き被保険者、医療機関等に混乱が生じないよう各市町村と連携して丁寧な制度の

説明及び周知広報に努めてまいります。 

さて、本日の臨時会でございますが、議案といたしましては、人事同意案件として副広

域連合長の選任及び監査委員の選任の３件、それから、専決処分の承認案件として、一般

会計予算の補正及び旅費関連の条例の一部改正の２件、合計５件を提案させていただいて

おります。 

議案の内容につきましては、後ほど改めて御説明をさせていただきますが、よろしく御

審議いただき、適切に御議決を賜りますようお願い申し上げまして開会に当たっての御挨
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拶とさせていただきます。ありがとうございます。 

（広沢一郎広域連合長 自席へ） 

○議長（太田博康） 次に、追加日程第６、同意第１号「副連合長の選任について」を議

題といたします。 

本件について、提案理由の説明を求めます。 

○広域連合長（広沢一郎） 議長、広域連合長。 

○議長（太田博康） 広沢広域連合長。 

○広域連合長（広沢一郎） 同意第１号「副広域連合長の選任について」、提案理由の御説

明を申し上げます。 

議案書の１ページ及び議案参考資料１ページをそれぞれ御覧ください。 

広域連合の副広域連合長につきましては、広域連合規約第12条第４項におきまして、広

域連合長が広域連合の議会の同意を得て、構成市町村の長のうちからこれを選任すること

とされております。 

横江淳一蟹江町長が４月１日に、蟹江町長としての任期満了を迎えられましたことによ

り、広域連合規約第13条の規定により、副広域連合長としても任期満了となりましたので、

副広域連合長に日比一昭津島市長を副広域連合長に選任いたしたく、御提案申し上げるも

のでございます。 

日比一昭氏は人格高潔で、首長としての豊富な経験をお持ちの方であり、副広域連合長

の適任者と存じます。選任につきましては、議会の御同意を賜りますようお願い申し上げ

ます。以上でございます。 

○議長（太田博康） 本件について、質疑及び討論の通告はございませんでしたので、こ

れより採決をいたします。 

お諮りします。 

本件を提案のとおり同意することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（太田博康） 御異議なしと認めます。よって、本件は同意することに決定をいた

しました。 

副広域連合長が入場いたしますので、しばらくお待ちください。 

（日比一昭副広域連合長 入場、自席へ） 

○議長（太田博康） ただいま選任同意されました副広域連合長から挨拶をしたい旨の申

し出がありますので、これを許可いたします。 

日比副広域連合長。 

（日比一昭副広域連合長 演壇であいさつ） 

○副広域連合長(日比一昭) ただいま、副広域連合長の選任につきまして、御同意を賜り

ました、津島市長の日比でございます。 

私は、副広域連合長といたしまして、その責務の重さを自覚いたしまして、広沢広域連

合長を補佐させていただき、広域連合の運営が円滑、そしてまた安定的に行われるように

努めてまいる所存でございます。議員の皆様におかれましては、今後とも広域連合に対し

まして御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げまして、私の挨拶とさせていただき

ます。どうかよろしくお願い申し上げます。ありがとうございました。 
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（日比一昭副広域連合長 自席へ） 

○議長（太田博康） 次に、追加日程第７、同意第２号「監査委員の選任について」を議

題といたします。 

本件について、提案理由の説明を求めます。 

○広域連合長（広沢一郎） 議長、広域連合長。 

○議長（太田博康） 広沢広域連合長。 

○広域連合長（広沢一郎） それでは、同意第２号「監査委員の選任について」、提案理由

の御説明を申し上げます。 

議案書の３ページ及び議案参考資料３ページをそれぞれ御覧いただきたいと思います。 

広域連合の監査委員につきましては、いわゆる識見を有する者及び広域連合議員のうち

からそれぞれ１名を選任することとされております。このうち識見を有する者から選任を

されておりました船戸淳監査委員の任期が令和７年８月22日をもって満了いたしますが、

引き続き船戸淳氏を監査委員に選任いたしたく、御提案申し上げるものでございます。 

船戸淳氏は、人格高潔で優れた見識を有する者として、引き続き選任いたしたいと存じ

ますので、議会の御同意を賜りますようお願い申し上げます。以上です。 

○議長（太田博康） 本件について、質疑及び討論の通告はございませんでしたので、こ

れより採決をいたします。 

お諮りします。 

本件を、提案のとおり同意することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（太田博康） 御異議なしと認めます。 

よって、本件は、同意することに決定をいたしました。 

船戸監査委員におかれましては、本日出席をしておりませんが、８月25日開催予定の令

和７年第２回定例会において、挨拶をしたい旨の申し出を受けております。 

次に、追加日程第８、同意第３号「監査委員の選任について」を議題といたします。 

地方自治法第117条の規定により、高木佳子議員の退室を求めます。 

（高木佳子議員 退席） 

○議長（太田博康） 本件について、提案理由の説明を求めます。 

○広域連合長（広沢一郎） 議長、広域連合長。 

○議長（太田博康） 広沢広域連合長。 

○広域連合長（広沢一郎） それでは、同意第３号「監査委員の選任について」、提案理由

の御説明を申し上げます。 

議案書の５ページ及び議案参考資料５ページをそれぞれ御覧いただきたいと思います。 

識見を有する者に続きまして、広域連合議会議員から選任されておりました永山英人監

査委員の任期が終了しておりますので、新たに高木佳子議員を監査委員に選任いたしたく、

御提案申し上げるものでございます。 

高木佳子議員は、人格高潔で豊富な議員経験をお持ちの方であり、監査委員の適任者と

存じます。 

選任につきまして、議会の御同意を賜りますようお願い申し上げます。以上です。 

○議長（太田博康） 本件について、質疑・討論等の通告はございませんでしたので、こ
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れより採決をいたします。 

お諮りします。 

本件を、提案のとおり同意することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（太田博康） 御異議なしと認めます。 

よって、本件は、同意することに決定をいたしました。退室中の高木佳子議員の入場を

許可します。 

（監査委員 高木佳子議員 入場、自席へ） 

○議長（太田博康） ただいま選任同意されました監査委員の高木佳子議員から御挨拶が

ございます。 

高木佳子議員。 

（監査委員 高木佳子議員 演壇であいさつ） 

○監査委員（高木佳子） ただいま監査委員の選任につきまして、御同意をいただきまし

た、高木佳子でございます。 

監査委員という職務の重要性を深く認識いたしまして、微力ではございますが、誠実か

つ公正な立場から職務を全うしてまいりたいと存じます。何とぞ皆様方の御指導、御鞭撻

のほどをよろしくお願い申し上げまして、簡単ではございますが、監査委員就任の挨拶と

させていただきます。 

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

（監査委員 高木佳子議員 自席へ） 

○議長（太田博康） 次に、追加日程第９、承認第３号「令和７年度愛知県後期高齢者医

療広域連合一般会計補正予算（第１号）の専決処分について」を議題といたします。 

事務局から説明を求めます。 

○事務局長（井口能秀） 議長、事務局長。 

○議長（太田博康） 井口事務局長。 

○事務局長（井口能秀局長） 事務局長の井口でございます。よろしくお願いします。そ

れでは、承認第３号について説明いたします。 

「議案書」の７ページを御覧ください。 

承認第３号「令和７年度愛知県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算（第１号）専

決処分について」でございます。 

ページ中ほどの「提案理由」にございますように、資格確認書の暫定運用延長の周知を

含め、マイナ保険証の利用促進を図ることを目的として、国の要請により全被保険者宛て

に厚生労働省が作成しております制度周知のリーフレットを送付するため、当該費用に係

る予算措置を令和７年度愛知県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算（第１号）とし

て専決処分を行いましたので、御承認をお願いするものでございます。 

補正の内容につきましては、『議案参考資料』で説明させていただきます。 

『議案参考資料』の７ページを御覧ください。ページの中ほど、「３ 補正内容事項別説

明」を御覧ください。 

「歳出」のほうから御説明いたします。３款民生費の１目老人福祉費において、役務費を

１億２千518万円増額するものでございます。 
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その上の「歳入」につきましては、役務費の増額分の財源としまして、２款国庫支出金

の１目民生費補助金において、１億２千518万円を増額するものでございます。 

この補正予算につきましては、速やかに支払いを行う必要がございましたため、地方自

治法第179条第１項の規定により、本年４月17日に専決処分を行いましたので、同条第３項

の規定により今議会に御報告し、御承認をお願いするものでございます。 

それでは、御審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（太田博康） それでは、これより質疑を行います。 

承認第３号につきましては、岡田ゆき子議員から通告がありましたので、質疑を許しま

す。 

岡田ゆき子議員。 

○岡田ゆき子議員 令和７年度愛知県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算(第１号)

の専決処分について、通告に従い、質問いたします。本補正予算は、被保険者に対し、マ

イナ保険証に関するリーフレットを送付する費用として、１億2500万円余を計上するもの

です。 

３点質問します。 

１点目、このリーフレットは、被保険者全員に送付していますが、リーフレットの送付

目的とその内容、またいつ送付したのか、お聞きします。 

２点目、このリーフレットの送付とは別に、７月に入ってから、次期保険証に代わる「資

格確認書」も被保険者全員に送付しており、その際にも、資格確認書と一緒に、マイナ保

険証に関するリーフレットを被保険者全員に送付しています。そこでお聞きしますが、資

格確認書の送付、同封したリーフレットの内容と、本補正予算で送付したリーフレットの

内容との違いは何か、お聞きします。 

３点目、このリーフレットの被保険者全員の送付について、国が事務連絡を出しており、

広域連合はこの通知を受けて、今回の送付をしたわけですが、この事務連絡には法的義務

が生ずるものなのかどうかをお聞きし、１回目の質問といたします。 

○管理課長(松井管理課長) 議長、管理課長。 

○議長(太田博康) 松井管理課長。 

○管理課長(松井管理課長) 一般会計補正予算の専決処分について、３点御質問いただき

ましたので順次お答えいたします。 

１点目のリーフレットの発送目的、内容、発送時期についてです。 

始めに発送目的ですが、資格確認書の暫定運用の延長の周知とマイナ保険証の利用促進

を目的として国の要請により実施しました。 

続いて内容ですが、資格確認書の暫定運用の延長により全ての方に令和８年７月末まで

有効な資格確認書を７月中に送付すること及びマイナ保険証の利用を御検討いただきたい

旨を周知するものとなっております。 

続いて発送時期ですが、６月13日に発送しております。 

２点目の７月の一斉更新時に同封するリーフレットとの違いについてです。 

６月に送付したものは「マイナ保険証の有無にかかわらず令和８年７月末まで使用でき

る資格確認書を７月中にお届けすること」を事前周知する内容となっており、７月の全被

保険者に資格確認書を発送する際に同封したものは「今回、全ての方に資格確認書を送付
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すること」及び「マイナ保険証か資格確認書のどちらでも受診できること」を周知する内

容となっています。 

３点目の今回の周知広報について法的義務が発生するのかについてです。 

厚生労働省からの通知では発送に要する経費については国の特別調整交付金にて全額措

置するとともに、被保険者宛てに個別送付の対応を依頼する旨の記載がありました。 

この通知を踏まえ保険者として実施したものになります。以上です。 

〇岡田ゆき子議員 議長、岡田ゆき子。 

○議長(太田博康) 岡田ゆき子議員。 

○岡田ゆき子議員 答弁いただきました。２点再質問します。 

まず、補正予算の対象であるリーフレットは、６月13日に送付をしたという答弁でした。

その一か月のちには、資格確認書と一緒に再度、全被保険者にリーフレットを送付したこ

とになります。送付の時期により、見せていただきましたが、文言が多少変わる以外は、

２つのリーフレットは同じものです。全く同じ、リーフレットを、短期間に、二度被保険

者に送る、それだけに、１億２千500万円余もの、費用をかけることに、どれだけの効果が

あると考えていらっしゃるのか。お答えください。 

そして、マイナ保険証を持っていなくても、今なお、「マイナ保険証の読み取りができな

い」などの問題があることを政府も認めており、さらにＩＴに不慣れなどの理由で、後期

高齢者には、全員にこれまでの保険証と同様に利用できる「資格確認書」を職権交付でき

るようにしたわけです。 

資格確認書の送付の時期に、資格確認書の暫定運用が確実に周知できれば十分だったの

ではないのか、その際、マイナ保険証の活用方法のお知らせを同封することはあっても、

別の時期に同様のリーフレットだけ送ることは、高齢者に余分な混乱をもたらすことにな

らないかと、検討しなかったのか、お答えください。 

○管理課長(松井管理課長) 議長、管理課長。 

○議長(太田博康) 松井管理課長。 

○管理課長(松井管理課長) ２点再質問をいただきましたので順次お答えします。 

１点目の６月のリーフレット送付から１か月後に同じ内容のリーフレットを送ったこと

への効果です。先ほど答弁いたしましたとおり、６月のリーフレットは資格確認書の暫定

運用について事前周知するために送付しており、７月の一斉更新で全被保険者に資格確認

書発送する際に同封したリーフレットは「マイナ保険証か資格確認書のどちらでも受診で

きる」ことを周知するために送付しております。 

全ての被保険者に個別に送付したことで暫定運用の延長に関する周知広報について、十

分な効果があったと考えております。 

続きまして２点目の一斉更新で資格確認書を送付する同時期にリーフレットを送ること

で混乱をもたらす懸念はなかったのかについてです。 

今回、後期高齢者医療制度のみの対応として資格確認書の暫定運用が延長されました。 

当該取扱いは、マイナ保険証を基本とする仕組みへの円滑な移行に向け、デジタルとア

ナログの併用期間を確保するための暫定的な運用であり、この間に、マイナ保険証の利用

促進に努めることが重要であるとされております。 

また、マイナ保険証の有無にかかわらず、申請によらず資格確認書が交付され、マイナ
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保険証での受付が難しい場合もこれまでどおり医療が受けられることを伝えることが大切

でございます。 

このため、保険者として被保険者の方に対してより丁寧な周知を図るという判断のもと、

リーフレットを個別送付したものであります。 

○議長(太田博康議員) 通告のございました質疑は、以上であります。 

これで、質疑を終わります。 

岡田ゆき子議員から、討論の通告がございましたので、討論を許します。 

岡田ゆき子議員。 

○岡田ゆき子議員 ただいま議題となっております、令和７年度愛知県後期高齢者医療広

域連合一般会計補正予算（第１号）の専決処分について、反対の立場で討論いたします。 

マイナンバーカードの導入から、10年経過しました。2021年度からはマイナンバーカー

ドと保険証の紐づけができるようになり、昨年12月２日からは、現行保険証を廃止してマ

イナ保険証を基本とする仕組みになりました。 

しかし、この間、マイナ保険証に関しては、顔認証が読み取れない、資格情報が無効だ

った、有効期限切れであるなどのトラブルが続き、医療機関や患者など当事者団体からは、

「紙の保険証の継続」を求める声が広がり、少なくない地方議会からも「現行の保険証の

存続を求める意見書」が上がったことから、政府は、「資格情報のお知らせ」を新たに発行

し、マイナ保険証と一緒に所持することを呼びかけることになり、また、マイナ保険証が

ない人には「資格確認書」を職権交付せざるを得なくなりました。 

さらに、後期高齢者に対しては、ＩＴに不慣れなどの理由で、マイナ保険証の所持の有

無にかかわらず、全員に「資格確認書」を職権交付するという、特別な対応が決定され、

さらに、次期更新の際には、１年間だけ、全員に資格確認書を送るという、暫定運用まで

行われるに至っています。 

一方、医療機関や薬局などでは「マイナ保険証の利用勧奨」が行われることもあり、後

期高齢者からは、どのカードを持っていればいいのか「分かりにくい」という声が上がっ

ているのも事実です。先ほどの連合長の挨拶の中でもあえて混乱を来さないようにとの発

言がありましたが、この一年で、保険証に関して対応が二転三転する、こうした事態にな

ったのは、そもそも、現行の紙の保険証を廃止したことが問題の根本にあるのではないか。 

今回、資格確認書を全員使用するようにと送付し、一方でマイナ保険証を使ってくださ

い、こうした内容も全く同じリーフレットを二度も送付することは、被保険者に混乱を招

くものだと言わざるを得ません。 

今回のリーフレットのみの送付にかかる費用は、国の特別調整交付金が充てられるので

すが、同様に交付金を充てることができた名古屋市国民健康保険では、事前のリーフレッ

トは送らない、と判断していました。広域連合は、高齢者の実態を十分理解することなく、

リーフレットの送付を判断すべきではありませんでした。また、１億2500万円余もの国費

を使うなら、高過ぎる保険料の引下げにこそ活用すべきだと国に言うべきであり、広域連

合の責任が問われます。 

以上を申し上げて、討論を終わります。 

○議長(太田博康) 通告のございました討論は以上ですので、これで討論を終わります。 

これより採決をいたします。 
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この採決は、起立によって行われます。 

承認第３号「令和７年度愛知県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算（第１号）の

専決処分について」を原案のとおり承認することに賛成の議員の御起立を願います。 

（賛成者起立） 

○議長(太田博康) 御着席ください。 

起立多数です。 

よって、本件は原案のとおり承認されました。 

次に、追加日程第10、承認第４号「愛知県後期高齢者医療広域連合職員等の旅費に関す

る条例の一部を改正する条例の専決処分について」を議題といたします。 

事務局から説明を求めます。 

○事務局長（井口能秀局長） 議長、事務局長。 

○議長(太田博康) 井口事務局長。 

○事務局長（井口能秀局長） それでは、承認第４号について説明いたします。 

「議案書」の13ページになりますが、13ページの条例番号を記載した箇所に誤植があり

ました。机上に配付させていただいたものが正しいものでございます。失礼いたしました。 

承認第４号「愛知県後期高齢者医療広域連合職員等の旅費に関する条例の一部を改正す

る条例の専決処分について」でございます。 

ページ中ほどの「提案理由」にございますように、国家公務員等の旅費に関する法律の

一部改正及び国家公務員等の旅費に関する法律施行令の施行等を踏まえ、経済社会情勢の

変化への対応や旅費の計算等に係る規定の簡素化及び支給対象の見直し等を行うため、条

例の一部改正の専決処分を行いましたので、御承認をお願いするものでございます。 

条例改正の内容につきましては、「議案参考資料」の９ページを御覧ください。 

ページ中程、２の「主な改正内容」でございます。(１)特急利用制限の廃止につきまし

ては、急行料金及び座席指定料金につきまして、従来は片道80キロメートル以上のものに

限り支給しておりましたが、この規定を廃止しております。また(２)宿泊費につきまして

は、従来の定額支給から実費支給に改正し、宿泊地の区分ごとに基準額を設け、基準額を

超える場合には旅行命令権者の判断による実費支給を可能としております。 

次に、３の「施行日」でございます。この条例は、公布の日である令和７年４月17日に

同日施行し、令和７年４月１日から適用することとしております。 

そして、４の「専決処分とする理由」でございます。 

旅費条例の改正につきましては、令和７年４月１日に施行する必要があり、旅費の計算

等にかかる規定の簡素化及び支給対象の見直し等を行うことで現行の旅費の事務に伴う対

応を速やかに行う必要がございましたので、地方自治法第179条第１項の規定により専決処

分としたものでございます。 

また、11ページに新旧対照表を掲載しておりますので御参照ください。 

以上、承認第２号の専決処分の内容でございまして、地方自治法第179条第３項の規定に

より今議会に御報告し、御承認をお願いするものでございます。 

それでは、御審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

○議長(太田博康) 本件については、質疑及び討論の通告はございませんでしたので、こ

れより採決をいたします。 
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この採決は、起立によって行います。 

本件を原案のとおり承認することに賛成の方は、御起立を願います。 

（賛成者起立） 

○議長(太田博康議員) 御着席ください。 

全員起立です。 

よって、本件は原案のとおり承認されました。 

以上をもちまして、本日の日程は、全て終了いたしました。 

広域連合長から、挨拶をしたい旨の申し出がありますので、これを許可いたします。 

○広域連合長(広沢一郎) 議長、広域連合長。 

○議長(太田博康) 広沢広域連合長。 

（広沢一郎広域連合長 演壇であいさつ） 

○広域連合長(広沢一郎連合長) 広域連合議会臨時会の閉会に当たりまして、一言御挨拶

を申し上げます。 

本日の臨時会に提出いたしました議案につきまして、御議決を賜りまして、誠にありが

とうございます。 

広域連合といたしましては、今後とも市町村を始めとする関係機関と連携を図りながら、

後期高齢者医療制度の円滑な運営に、しっかりと努めてまいりたいと考えております。 

議員の皆様方におかれましては、今後とも、格別の御理解、御協力を賜りますようお願

いを申し上げます。 

本日は、誠にありがとうございました。 

（広沢一郎広域連合長 自席へ） 

○議長(太田博康) これをもちまして、令和７年第１回愛知県後期高齢者医療広域連合議

会臨時会を閉会といたします。 

 

（７月28日午前10時44分閉会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和７年第１回臨時会（令和７年７月28日） 

15 

 

 

地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

 

愛知県後期高齢者医療広域連合議会 

 

 

臨時議長  外山鉱一 

 

 

議  長  太田博康 

 

 

署名議員  岡島剛 

 

 

署名議員  渡部晃久 


